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道　標

設
（
幼
稚
園
・
学
校
・
福
祉

施
設
）
が
福
音
宣
教
の
た
め

に
連
携
す
る
」
と
い
う
こ
の

２
点
で
す
。

こ
の
二
つ
の
実
り
は
基
本

的
に
は
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

か
ら
要
請
が
あ
っ
た
シ
ノ
ド

ス
の
テ
ー
マ
「
交
わ
り
・
参

加
・
宣
教
」
に
沿
っ
た
当
教

区
の
実
践
課
題
に
あ
た
る
と

言
え
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
前

者
は
、
「
交
わ
り
・
参
加
」

を
表
現
し
、
後
者
は
、
「
福

音
宣
教
」
を
表
現
し
て
い
る

と
言
え
る
か
ら
で
す
。

①
 「
ミ
サ
聖
祭
の
カ
テ
ケ

ー
ジ
ス
」
に
つ
い
て
お
話
し

ま
す
。

昨
年
の
待
降
節
か
ら
始
め

ら
れ
た
「
新
し
い
ミ
サ
式
次

第
」
の
実
施
の
機
会
に
、
単

な
る
用
語
の
変
化
や
司
祭
の

仕
草
の
変
更
な
ど
、
外
見
的

な
変
更
だ
け
に
注
目
す
る
の

で
は
な
く
、
信
者
一
人
ひ
と

り
が
、
ミ
サ
の
意
味
、
そ
の

構
造
、
さ
ら
に
そ
の
秘
跡
性

な
ど
、
そ
の
本
質
を
深
く
理

解
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ミ
サ

が
真
の
意
味
で
信
仰
生
活
の

源
泉
で
あ
り
頂
点
と
な
る
こ

と
を
目
指
す
も
の
で
す
。

そ
の
実
践
方
法
に
つ
い
て

は
、
各
司
祭
方
に
委
ね
ま

す
。
そ
れ
は
司
祭
の
固
有
の

務
め
だ
か
ら
で
す
。

②
 「
小
教
区
と
カ
ト
リ
ッ

ク
施
設
（
幼
稚
園
・
学
校
・

福
祉
施
設
）
が
福
音
宣
教
の

た
め
に
連
携
す
る
」
に
つ
い

て
お
話
し
し
ま
す
。

キ
リ
ス
ト
信
者
が
少
な
い

日
本
で
は
、
福
音
宣
教
の
た

め
に
、
教
会
に
施
設
を
隣
接

さ
せ
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
教
会
が
社
会
と

の
接
点
を
設
け
る
た
め
で
し

た
。
鹿
児
島
教
区
も
例
外
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
多
く
の
小

教
区
に
幼
稚
園
が
隣
接
し
て

い
る
の
は
そ
の
た
め
で
す
。

従
っ
て
、
そ
の
こ
ろ
の
信
者

さ
ん
方
は
、
教
会
と
一
緒
に

施
設
も
盛
り
上
げ
て
き
ま
し

た
。
具
体
的
に
は
人
的
支
援

で
す
。

と
こ
ろ
が
、

60
年
位
前
か

ら
、
国
が
法
人

法
を
充
実
さ
せ

た
結
果
、
そ
れ

ま
で
宗
教
法
人

で
経
営
し
て
い

た
も
の
が
、
法

人
格
を
取
得
す

る
こ
と
に
よ

り
、
国
か
ら
の

援
助
を
も
ら
っ

て
運
営
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
教
区
内
の
幼
稚
園
も

教
会
の
手
を
離
れ
て
法
人
の

も
の
に
な
り
ま
し
た
。

従
っ
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
施

設
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
、
と
い

う
看
板
は
保
持
し
な
が
ら
も

運
営
は
完
全
に
教
会
と
は
別

物
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

そ
の
結
果
、
当
初
存
在
し
た

教
会
と
施
設
の
一
体
感
が
少

し
ず
つ
薄
れ
て
き
た
と
も
言

え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
現
実
の
中

で
、
施
設
の
運
営
に
携
わ
っ

て
き
た
司
祭
や
修
道
者
が
減

少
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
施
設
に

お
い
て
そ
こ
の
魂
で
あ
る
経

営
理
念
を
正
し
く
継
承
で
き

る
人
が
い
な
く
な
る
と
い
う

と
こ
ろ
ま
で
き
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
司
祭
は
イ
エ

ス
さ
ま
か
ら
の
福
音
宣
教
と

い
う
至
上
命
令
を
十
分
に
理

解
し
な
が
ら
も
、
小
教
区
と

施
設
の
二
股
か
け
て
の
働
き

に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

私
は
司
教
と
し
て
、
信
徒

の
皆
さ
ま
に
お
願
い
し
た
い

教
区
の
皆
さ
ま
、
新
年
明

け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

旧
年
中
に
い
た
だ
い
た
お

祈
り
と
ご
支
援
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
年
頭
に
あ
た
り
、

今
年
の
鹿
児
島
教
区
の
司
牧

指
針
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま

す
。今

年
は
こ
れ
ま
で
教
区
が

歩
ん
で
き
た
４
年
間
の
道
を

前
進
さ
せ
る
こ
と
に
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
歩
ん
で
き
た

道
と
は
、
２
０
１
９
年
10
月

に
開
催
さ
れ
た
「
教
区
シ
ノ

ド
ス
」
の
実
り
と
、
２
０
２

２
年
10
月
に
開
催
さ
れ
た

「
教
区
評
議
会
」
の
実
り
を

引
き
続
き
前
進
さ
せ
る
こ
と

で
す
。

先
ず
、
「
教
区
シ
ノ
ド

ス
」
の
実
り
と
は
、
①
「
ミ

サ
聖
祭
の
カ
テ
ケ
ー
ジ
ス
の

推
進
」
で
あ
り
、
「
教
区
評

議
会
」
の
実
り
と
は
、
②

「
小
教
区
と
カ
ト
リ
ッ
ク
施

福
音
宣
教
の
現
場
と
し
て
の

小
教
区
と
カ
ト
リ
ッ
ク
施
設

鹿
児
島
教
区
司
教

中

野

裕

明

年頭教書

（
敬
称
略
）

教

区

長

中
野
裕
明

名
誉
司
教

 
郡
山
健
次
郎

司
教
総
代
理
   泉
　
浩
二

法
務
代
理

   霧
島
　
彬

事
務
局
長

 
末
吉
卓
也

鹿
児
島
地
区

Ｐ
・
ア
ン
（
姶
良
教
会
）
、
郡
山
健
次
郎
（
指
宿
教

会
）
、
鄭
法
鍾
（
加
世
田
教
会
）
、
李
秉
德
、
霧
島
彬

（
鴨
池
教
会
・
垂
水
教
会
）
、
小
隈
憲
士
、
貴
島
丈
弥

（
ザ
ビ
エ
ル
教
会
）
、
頭
島
光
（
谷
山
教
会
）
、
朴
鎭

亮
（
種
子
島
教
会
）
、
泉
浩
二
（
玉
里
教
会
）
、
山
口

好
信
（
紫
原
教
会
）
、
栃
尾
泰
英
（
吉
野
教
会
）
、

Ｏ
・
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ
（
鹿
屋
教
会
）
、
Ｊ
・
サ
ン

タ
マ
リ
ア
（
国
分
教
会
）
、
末
吉
卓
也
（
志
布
志
教

会
）
、
Ｇ
・
テ
ィ
エ
ン
（
溝
辺
教
会
）
、
鄭
成
淙
（
出

水
教
会
・
阿
久
根
教
会
）
、
Ｊ
・
ハ
ン
マ
（
入
来
教

会
）
、
橋
口
啓
悟
（
大
口
教
会
）
、
Ｔ
・
メ
ニ
ッ
ヒ

（
川
内
教
会
）

大
島
地
区

内
野
洋
平
（
大
笠
利
教
会
）
、
松
永
正
男
、
久
保
芳

一
、
山
浦
義
春
（
古
田
町
教
会
・
古
仁
屋
教
会
）
、
朴

昶
奎
（
小
宿
教
会
）
、
宋
診
旭
（
瀬
留
教
会
）
、
Ｊ
・

タ
ム
（
大
熊
教
会
）
、
鈴
木
康
由
（
聖
心
教
会
）
、
福

崎
英
雄
、
Ｗ
・
ボ
ス
コ
（
母
間
教
会
・
和
泊
教
会
）

教
区
本
部

中
野
裕
明
、
小
川
靖
忠
、
末
吉
卓
也
、
寝
占

敦
之
（
静
養
）

司
教
館

永
山
幸
弘
（
司
教
館
）

そ
の
他

丸
野
六
雄
、
田
原
章
（
引
退
）

終
身
助
祭

桃
薗
淳
一
郎
（
鴨
池
教
会
）
、
久
保
俊
弘
（
谷
山
教

会
）
、
川
口
茂
（
加
世
田
教
会
）
、
石
神
秀
人
（
阿
久

根
教
会
）
、
四
條
淳
也
（
喜
界
島
教
会
）
、
小
島
芳
武

（
川
内
教
会
）
、
池
上
利
男
、
重
久
知
司
（
徳
之
島
地

区
）

2023年　新春のお慶びを申し上げます

聖
パ
ウ
ロ
６
世
教
皇
は
１
９

６
７
年
12
月
８
日
、
ベ
ト
ナ
ム

戦
争
が
激
化
す
る
な
か
、
来
た

る
１
月
１
日
を
平
和
の
日
と

し
、
平
和
の
た
め
に
特
別
な
祈

り
を
さ
さ
げ
る
よ
う
呼
び
か
け
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
全
世
界
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
毎
年
１

月
１
日
を
「
世
界
平
和
の
日
」
と
し
、
戦
争
や
分
裂
の
な
い
平
和
な
世
界
が
来
る
よ
う
に
祈
っ

て
い
ま
す
。

平
和
は
キ
リ
ス
ト
教
そ
の
も
の
に
深
く
根
ざ
し
て
い
ま
す
。
キ
リ
ス
ト
者
に
と
っ
て
平
和
を

唱
え
る
こ
と
は
、
キ
リ
ス
ト
を
告
げ
知
ら
せ
る
こ
と
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
新
年
に
あ
た
っ
て

「
信
仰
の
原
点
に
立
ち
戻
り
、
す
べ
て
の
善
意
あ
る
人
々
と
手
を
た
ず
さ
え
て
、
平
和
な
世
界

の
実
現
に
向
か
っ
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
と
し
て
の
責
任
を
果
た
し
て
い
く
」
（
日
本
司
教
団

『
平
和
へ
の
決
意
』
）
こ
と
が
で
き
る
よ
う
決
意
を
新
た
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
和
の
た
め
に
祈
り
を
さ
さ
げ
ま
し
ょ
う
！

１
月
１
日
は
世
界
平
和
の
日鹿

児
島
教
区
の
司
祭
・
助
祭

▼
寝
占
敦
之
神
父
（
志
布
志
教

会
主
任
司
祭
）
は
、
12
月
20

日
付
で
教
区
本
部
付
き
と
な

り
、
病
気
療
養
に
専
念
す

る
。

▼
末
吉
卓
也
神
父
（
教
区
本

部
・
事
務
局
長
）
は
、
12
月

20
日
付
で
、
志
布
志
教
会
管

理
者
。 教

区
人
事

司
祭
の
消
息

▼
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ
神
父

（
鹿
屋
教
会
主
任
司
祭
）

は
、
降
誕
祭
後
に
叙
階
銀
祝

サ
バ
テ
ィ
カ
ル
に
入
る
。

奉献生活者のためのミサ

日時：1月28日（土）14時〜
場所：ザビエル教会
司式：中野裕明司教

奉献生活者がともに集ってミサに
あずかり、召命の恵みに感謝すると
ともに、教会と各修道会に新しい召
命が与えられるよう、皆で祈りたい
と思います。当日は、教区の皆さま
も心を合わせてお祈りください。

鹿児島教区修道女連盟

こ
と
は
、
ご
自
分
の
専
門
分

野
で
、
司
祭
を
支
援
出
来
る

こ
と
が
あ
れ
ば
積
極
的
に
申

し
出
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と

で
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今

年
の
実
践
目
標
は
個
別
の
も

の
で
は
な
く
、
お
互
い
に
連

携
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
と

い
う
事
に
心
を
留
め
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

信
者
は
、
「
ミ
サ
で
交
わ

り
、
キ
リ
ス
ト
の
体
に
参
加

（
結
ば
れ
）
し
、
福
音
宣
教

者
と
な
る
。
」
こ
の
一
連
の

流
れ
を
確
実
な
も
の
に
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

こ
の
一
年
が
全
能
の
神
の
祝

福
で
満
た
さ
れ
ま
す
よ
う
に
。
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11
月
６
日
（
日
）
、
大
熊
小

教
区
の
浦
上
教
会
で
は
全
国
か

ら
28
人
の
巡
礼
者
を
迎
え
、
満

員
の
聖
堂
で
前
田
万
葉
枢
機
卿

様
主
司
式
に
よ
る
主
日
の
ご
ミ

サ
が
執
り
行
わ
れ
た
。

３
泊
４
日
の
巡
礼
地
最
後
の

ご
ミ
サ
で
、
俳
句
を
趣
味
と
さ

れ
る
枢
機
卿
様
は
自
筆
の
書
道

紙
を
掲
げ
な
が
ら
低
声
で
静
穏

な
口
調
で
「
永
遠
の
命
　
復
活

死
者
の
月
」
と
詠
ま
れ
、
「
信

者
に
な
っ
て
信
者
を
し
て
い
る

う
ち
に
信
者
に
な
る
」
な
ど
、

入
信
の
秘
跡
の
意
義
に
つ
い
て

説
か
れ
た
。

全
員
で
歌
う
久
し
ぶ
り
に
聞

く
諸
聖
人
の
連
願
の
後
、
地
元

か
ら
１
人
、
巡
礼
者
３
人
の
計

４
人
の
成
人
に
秘
跡
（
洗
礼
・

堅
信
・
聖
体
）
が
授
け
ら
れ
、

こ
の
巡
礼
の
頂
点
を
迎
え
聖
堂

は
喜
び
に
包
ま
れ
た
。

ご
ミ
サ
後
、
懇
親
会
の
席

上
、
受
洗
者
は
「
私
は
自
然
を

撮
影
す
る
の
が
趣
味
で
、
10
年

前
に
ア
シ
ジ
を
巡
礼
し
た
際
、

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
精
神
に
深
く

感
銘
し
、
少
し
で
も
近
づ
け
る

よ
う
に
ア
シ
ジ
の
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
を
洗
礼
名
に
し
ま
し
た
」

「
私
の
洗
礼
名
は
、
ス
テ
ラ
・

マ
リ
ス
。
奄
美
に
お
じ
い
ち
ゃ

ん
が
い
た
と
の
こ
と
で
、
私
の

ル
ー
ツ
で
あ
る
島
で
是
非
洗
礼

を
受
け
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

巡
礼
は
１
日
遅
れ
の
参
加
で
し

た
が
、
昨
日
は
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ

ン
グ
を
し
て
奄
美
の
海
の
美
し

さ
に
感
動
し
ま
し
た
」
「
私
の

名
は
火
あ
ぶ
り
に
さ
れ
た
あ
の

ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
。
自
分
は

ニ
ケ
ア
・
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー

プ
ル
信
条
が
好
き
で
、
そ
の
中

で
『
罪
の
ゆ
る
し
を
も
た
ら
す

唯
一
の
洗
礼
』
と
の
言
葉
が
好

き
で
決
心
し
ま
し

た
」
「
私
の
洗
礼

名
は
フ
ラ
ン
シ
ス

カ
。
ミ
ッ
シ
ョ
ン

ス
ク
ー
ル
を
卒
業

し
ま
し
た
が
、
時

が
経
っ
て
、
高
齢

に
な
ら
れ
た
恩
師

の
シ
ス
タ
ー
と
の

再
会
を
経
て
決
意

し
ま
し
た
」
と
そ

れ
ぞ
れ
の
受
洗
の

意
思
を
表
明
し

た
。こ

の
巡
礼
は
、

ス
テ
ラ
コ
ー
ポ
レ

ー
シ
ョ
ン
（
カ
ト

リ
ッ
ク
巡
礼
旅
行

代
理
店
）
代
表
の

小
池
氏
の
依
頼
に

よ
り
島
の
信
者
複

数
人
で
日
程
を
企

画
し
た
が
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
で
２
回
延
期
さ
れ
、

３
度
目
に
し
て
よ
う
や
く
実
現

し
た
も
の
だ
っ
た
。

島
の
不
安
定
な
天
候
が
続
く

中
、
巡
礼
期
間
中
だ
け
は
不
思

議
と
最
初
か
ら
最
後
ま
で
好
天

に
恵
ま
れ
、
参
加
者
は
喜
び
な

が
ら
島
の
青
い
空
と
美
し
い
海

の
色
、
風
景
、
そ
し
て
お
い
し

い
い
空
気
を
存
分
に
味
わ
っ
た

よ
う
だ
っ
た
。

巡
礼
団
に
は
91
歳
の
方
も
い

た
ほ
か
、
体
の
不
自
由
な
方
も

お
ら
れ
、
添
乗
員
の
小
池
氏
が

目
配
り
、
気
配
り
し
対
応
さ
れ

る
て
い
た
が
、
巡
礼
者
仲
間
で

も
支
え
合
っ
た
と
い
う
。

大
笠
利
教
会
か
ら
加
計
呂
麻

島
に
渡
り
、
西
阿
室
教
会
で
マ

リ
ア
観
音
像
を
拝
観
。
各
聖
堂

で
は
枢
機
卿
様
先
唱
で
主
の
祈

り
、
聖
母
マ
リ
ア
へ
の
祈
り
、

栄
唱
を
ゆ
っ
く
り
と
唱
え
、
そ

の
後
祝
福
を
し
て
い
た
だ
く
。

聖
堂
で
代
表
者
の
説
明
も
あ
っ

た
ほ
か
、
聖
体
訪
問
後
は
、
口

伝
え
で
巡
礼
の
こ
と
を
知
っ
た

信
者
が
、
お
茶
や
地
元
の
特
産

品
で
お
も
て
な
し
を
し
、
暖
か

い
交
流
の
ひ
と
と
き
の
場
と
な

っ
た
。
特
に
和
光
園
教
会
で
は

ご
ミ
サ
後
、
代
表
者
が
涙
な
が

ら
に
入
園
者
及
び
職
員
の
気
持

ち
を
代
弁
し
、
歓
迎
の
喜
び
と

謝
意
を
伝
え
る
な
ど
感
動
的
な

場
面
で
あ
っ
た
と
い
う
。

ま
た
瀬
留
教
会
で
は
代
表
者

か
ら
「
地
元
の
人
間
は
ブ
イ
ジ

ュ
神
父
様
の
墓
前
で
一
礼
し
て

か
ら
自
分
の
先
祖
の
墓
参
り
を

し
て
い
る
。
教
会
敷
地
内
に
お

墓
を
移
し
替
え
る
話
が
あ
っ
た

際
、
集
落
民
が
反
対
し
た
」
と

語
ら
れ
、
ブ
イ
ジ
ュ
神
父
の
熱

い
宣
教
魂
に
感
銘
さ
せ
ら
れ

た
。こ

の
度
の
枢
機
卿
様
の
ご
来

島
は
巡
礼
の
た
め
非
公
式
で
あ

っ
た
が
、
島
で
は
初
め
て
の
出

来
事
で
あ
り
、
島
の
信
者
に
と

っ
て
は
大
き
な
祝
福
と
お
恵

み
、
励
み
に
な
っ
た
と
思
う
。

ま
た
巡
礼
者
と
か
か
わ
る
こ
と

で
改
め
て
島
で
働
か
れ
た
宣
教

師
や
信
仰
の
遺
産
、
価
値
に
つ

い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

巡
礼
者
一
行
と
空
港
で
お
別

れ
す
る
際
、
お
互
い
清
々
し
い

気
持
ち
で
お
別
れ
で
き
た
の
が

印
象
深
い
。

最
後
に
枢
機
卿
様
は
巡
礼
の

他
の
教
会
で
も
俳
句
を
読
ま
れ

た
の
で
紹
介
し
た
い
。

大
笠
利
教
会
「
親
心
　
と
も

に
喜
ぶ
　
文
化
の
日
」

西
阿
室
教
会
「
死
者
の
月

命
の
管
理
　
抜
け
目
な
く
」

和
光
園
教
会
「
神
の
富
　
ダ

ミ
ア
ノ
神
父
　
神
の
旅
」

枢
機
卿
に
つ
い
て

枢
機
卿
は
教
皇
の
最
高
顧
問

で
す
。
重
要
な
案
件
に
つ
い
て

教
皇
を
補
佐
す
る
枢
機
卿
団
を

構
成
す
る
と
同
時
に
、
個
々
の

枢
機
卿
は
、
社
会
全
体
に
か
か

わ
る
日
常
的
な
職
務
に
つ
い
て

教
皇
を
助
け
ま
す
。

ま
た
教
皇
選
挙
権
は
枢
機
卿

だ
け
が
持
ち
ま
す
。
枢
機
卿
は

原
則
と
し
て
司
教
の
叙
階
を
受

け
た
人
の
中
か
ら
教
皇
が
自
由

に
任
命
し
、
任
期
は
設
け
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。

（
カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
）

前
田
万
葉
枢
機
卿
は
、
日
本

人
で
６
人
目
に
あ
た
る
。

（
報
告
　
大
熊
小
教
区
信

徒
）

教
区
外
か
ら
巡
礼
団
を
お
迎
え
し
て

前
田
枢
機
卿
様
と
行
く
奄
美
大
島
巡
礼
の
旅

▼
共
同
墓
地

奄
美
大
島
の
連
合
壮
年
会
で

は
、
死
者
の
月
の
準
備
と
し
て

恒
例
と
な
っ
て
い
る
奉
仕
作
業

を
10
月
23
日
（
日
）
に
実
施
し

ま
し
た
。
こ
の
日
は
生
憎
の
雨

の
中
で
し
た
が
共
同
墓
地
及
び

周
辺
の
環
境
整
備
作
業
を
行
い

ま
し
た
。

▼
秋
名
教
会

ま
た
11
月
３
日
の
木
曜
日
に

は
、
巡
回
教
会
と
し
て
瀬
留
小

教
区
に
あ
る
秋
名
教
会
の
屋
根

の
ペ
ン
キ
塗
り
作
業
を
実
施
し

ま
し
た
。

作
業
の
お
か
げ
で
色
褪
せ
て

い
た
教
会
の
屋
根
も
蘇
り
、
ス

カ
イ
ブ
ル
ー
の
屋
根
の
上
に
白

い
十
字
架
が
綺
麗
に
現
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
き
っ
と
集

落
に
お
い
て
教
会
の
存
在
を
知

ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
報
告
・
奄
美
連
合
壮
年
）

▼
聖
ザ
ビ
エ
ル
の
ミ
サ

聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ

ル
の
記
念
日
の
12
月
３
日

（
土
）
鹿
児
島
カ
テ
ド
ラ
ル
・

ザ
ビ
エ
ル
教
会
で
は
、
中
野
司

教
司
式
で
教
会
の
守
護
者
聖
ザ

ビ
エ
ル
を
偲
ぶ
た
め
の
ミ
サ
を

さ
さ
げ
、
ま
た
同
聖
人
を
洗
礼

名
に
し
て
い
る
司
教
の
た
め
に

も
祈
り
を
さ
さ
げ
た
。

▼
教
師
の
会

カ
ト
リ
ッ
ク
教
師
の
会
で

は
、
12
月
11
日
（
日
）
午
後
、

教
区
本
部
を
主
会
場
に
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
も
利
用
し
て
鈴
木
康

由
神
父
（
聖
心
教
会
主
任
司

祭
）
に
よ
る
２
回
目
の
研
修
会

（
テ
ー
マ
「
正
統
と
異
端
の
分

水
嶺
＝
ミ
サ
は
命
あ
る
者
の
希

望
の
先
取
り
）
を
開
い
た
。

名
瀬
聖
心
教
会
（
鈴
木
康
由

主
任
司
祭
）
で
は
、
11
月
20
日

（
日
）
堅
信
式
が
あ
っ
た
。

受
堅
し
た
の
は
、
５
月
か
ら

こ
の
日
の
た
め
に
勉
強
（
テ
ー

マ
「
キ
リ
ス
ト
の
証
人
」
）
し

て
き
た
中
学
生
２
人
と
高
校
生

２
人
の
合
計
４
人
。
４
人
の
受

験
者
は
、
信
徒
の
祈
り
に
支
え

ら
れ
中
野
司
教
司
式
の
ミ
サ
の

中
で
聖
霊
の
賜
物
を
い
た
だ
い

た
。
聖
心
教
会
の
信
徒
た
ち

は
、
次
の
世
代
に
花
を
咲
か
せ

て
く
れ
る
信
者
に
な
っ
て
く
れ

る
と
確
信
し
て
い
る
と
い
う
。

共
同
墓
地
と
秋
名
教
会
で
奉
仕
作
業

奄
美
大
島
の
連
合
壮
年
会

「世界こども助け合いの日」を呼びかける教皇庁児
童宣教事業は、幼子イエスの保護にゆだねたいとの
希望から、聖なる幼子の会または幼子宣教会とも呼
ばれます。その目的は、「子どもたちを助けている
子どもたち」をモットーに献身する、キリスト者の
子どもたちの運動を促進し、生み出すことです。児
童宣教事業の活動の頂点であるこの日、彼らは自分
たちだけでなく世界中の子どもたちの幸せを祈って
祈り、犠牲をささげ、支援を行います。日本では各
教会等に加え、カトリック系の幼稚園や保育園の大
勢の子どもたちが献金に手紙や絵を添えて協力して
います。当日の献金は全世界からローマ教皇庁・福
音宣教省に送られ、世界各地の恵まれない子どもた
ちのために使われます。

1月29日は世界子ども助け合いの日

聖
心
教
会
で
堅
信
式
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久
島
教
会
な
ど
で
あ
っ
た
。

こ
の
催
し
は
、
１
９
８
０
年

に
屋
久
町
（
現
屋
久
島
町
）
が

「
神
父
シ
ド
ッ
チ
上
陸
記
念

碑
」
を
建
立
し
た
こ
と
に
端
を

発
す
る
。
記
念
碑
建
立
実
現
の

陰
に
は
当
時
、
南
宮
崎
教
会
に

い
た
今
は
亡
き
Ｒ
・
コ
ン
タ
リ

ー
ニ
神
父
と
屋
久
島
在
住
の
教

育
者
・
斉
藤
邦
彦
さ
ん

ら
の
働
き
か
け
が
あ
っ

た
と
い
う
。

「
シ
ド
ッ
チ
上
陸
記

念
祭
」
は
、
記
念
碑
建

立
か
ら
３
年
後
に
始
め

ら
れ
、
コ
ロ
ナ
蔓
延
防

止
の
た
め
に
３
年
間
中

止
さ
れ
た
も
の
の
、
毎

年
の
よ
う
に
実
施
さ
れ

続
け
、
こ
の
日
の
記
念

祭
が
37
回
目
と
い
う
歴

史
を
持
っ
て
い
る
。

今
年
の
記
念
祭
は
鹿

児
島
教
区
主
催
と
い
う

形
で
実
施
さ
れ
、
午
後

２
時
か
ら
屋
久
島
教
会

で
ミ
サ
が
さ
さ
げ
ら
れ

た
。
こ
の
日
の
ミ
サ
に

は
、
地
元
（
種
子
島
・

１
７
０
８
年
10
月
、
日
本
で

の
宣
教
を
志
し
て
屋
久
島
に
上

陸
し
捕
縛
さ
れ
、
後
に
江
戸
の

キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷
で
衰
弱
死
し

た
ジ
ョ
バ
ン
ニ
・
バ
チ
ス
タ
・

シ
ド
テ
ィ
神
父
の
殉
教
と
そ
の

大
い
な
る
功
績
を
称
え
る
「
シ

ド
ッ
チ
上
陸
記
念
祭
」
が
11
月

23
日
（
水
）
、
カ
ト
リ
ッ
ク
屋

１
日
（
日
）
神
の
母
聖
マ
リ
ア

▼
世
界
平
和
の
日

４
日
（
水
）
七
田
八
十
吉
神
父
命
日
（
１
９
８
０
年
）

▼
ル
カ
神
父
命
日
（
１
９
９
８
年
）

６
日
（
金
）
申
堅
圭
神
父
叙
階
記
念
（
２
０
１
７
年
）

８
日
（
日
）
主
の
光
現

▼
鄭
成
淙
神
父
叙
階
記
念
（
２
０
０
９
年
）

９
日
（
月
）
主
の
洗
礼

10
日
（
火
）
教
区
司
祭
会
・
教
区
本
部
・
16
時

▼
み
こ
と
ば
を
祈
る
集
い
・
ザ
ビ
エ
ル
教
会
・
10
時

14
日
（
土
）
永
島
泰
蔵
神
父
命
日
（
２
０
０
２
年
）

15
日
（
日
）
年
間
第
２
主
日

18
日
（
水
）
キ
リ
ス
ト
教
一
致
祈
禱
週
間
・
〜
25
日

19
日
（
木
）
ハ
イ
シ
ク
神
父
命
日
（
１
９
８
９
年
）

21
日
（
土
）
青
年
会
・
鴨
池
教
会
・
18
時
30
分

22
日
（
日
）
年
間
第
３
主
日
（
神
の
こ
と
ば
の
主
日
）

▼
オ
リ
ー
ブ
の
会
・
教
区
本
部
・
14
時

24
日
（
火
）
ロ
ベ
ル
ト
神
父
命
日
（
２
０
２
０
年
）

25
日
（
水
）
コ
ン
ベ
ン
ツ
ス
・
教
区
本
部
・
10
時

▼
聖
パ
ウ
ロ
の
回
心

▼
郡
山
健
次
郎
名
誉
司
教
霊
名

26
日
（
木
）
フ
ェ
リ
エ
神
父
命
日
（
１
９
１
９
年
）

27
日
（
金
）
成
相
明
人
神
父
命
日
（
２
０
２
０
年
）

28
日
（
土
）
奉
献
生
活
者
の
た
め
の
ミ
サ
・
ザ
ビ
エ
ル
教
会
・
14
時

29
日
（
日
）
年
間
第
４
主
日

▼
世
界
こ
ど
も
助
け
合
い
の
日
（
献
金
）

31
日
（
火
）
ウ
ォ
ラ
神
父
霊
名
（
ド
ン
ボ
ス
コ
）

【
司
教
日
程
】
10
日
教
区
司
祭
会
、
11
〜
12
日
常
任
司
教
委
員
会
、

12
〜
19
日
司
祭
生
涯
セ
ミ
ナ
ー
、
25
日
コ
ン
ベ
ン
ツ
ス
、
28
日
奉
献

生
活
者
の
た
め
の
ミ
サ

祈
り
の
意
向

【
祈
祷
の
使
徒
会
】

教
　
　
皇

教
育
に
た
ず
さ
わ
る
人
た
ち

日
本
の
教
会
　
世
界
の
平
和

今
年
７
月
１
日
に
小
教
区
発
足
50
年
を
迎
え
る

玉
里
教
会
で
は
、
記
念
の
日
（
式
典
は
７
月
17
日

の
予
定
）
に
向
け
て
実
行
委
員
会
を
設
置
し
、

「
す
べ
て
は
主
と
と
も
に
〜
全
員
参
加
の
共
同
体

へ
〜
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
準
備
を
進
め
て
い

る
。
実
行
委
員
会
で
は
、
教
会
へ
の
思
い
を
込
め

た
「
祈
り
」
、
ま
た
教
会
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
も
作
成
し
た
。

教
会
で
は
実
行
委
員
会
の
ブ
ロ
グ
を
教
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
配
信
し
、
活
動
の
様
子
だ
け
で
な
く
、
教

会
の
歴
史
を
紐
解
き
な
が
ら
、
未
来
の
教
会
の
姿
を

探
ろ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
。
興
味
の
あ
る
方
は
、

下
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ど
う
ぞ
！

こ
の
イ
エ
ス
様
の
教
え
の
基

と
な
っ
た
も
の
を
シ
ラ
書
に
見

出
せ
ま
す
。そ
こ
に
は「
隣
人
か

ら
受
け
た
不
正
を
赦
せ
。
そ
う

す
れ
ば
、／
願
い
求
め
る
と
き
、

お
前
の
罪
は
赦
さ
れ
る
」（
28
・

２
）、「
弱
い
人
間
に
す
ぎ
な
い

者
が
、
／
憤
り
を
抱
き
続
け
る

な
ら
ば
、
／
い
っ
た
い
だ
れ
が

彼
の
罪
を
赦
す
こ
と
が
で
き
よ

う
か
」（
28
・
５
）、
と
あ
り
ま

す
。

た
「
赦
し
」
な
の
で
す
。
 

イ
エ
ス
様
は
シ
ラ
書
か
ら
人

間
は
弱
い
者
に
過
ぎ
な
い
こ
と

を
踏
襲
し
ま
し
た
。
そ
の
弱
さ

と
は
人
間
は
誰
か
に
対
し
て
憤

り
を
抱
き
続
け
る
存
在
で
あ

り
、
そ
れ
ゆ
え
に
隣
人
か
ら
受

け
た
不
正
を
赦
し
切
れ
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。

イ
エ
ス
様
は
こ
の「
弱
さ
」を

“
そ
れ
で
も
よ
い
”と
教
え
て
く

だ
さ
っ
た
の
で
す
。
そ
の
結
果

が
他
者
を
赦
し
き
れ
な
い
弱
い

自
分
を
赦
し
続
け
て
く
だ
さ
い

と
い
う
祈
り
に
繋
が
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
 

残
念
な
が
ら
写
本
が
手
許
に

な
い
こ
と
か
ら
原
語
か
ら
お
話

し
は
で
き
ま
せ
ん
。し
か
し
、誰

か
か
ら
受
け
た
不
正
を
赦
す
の

な
ら
神
様
に
よ
っ
て
自
分
の
罪

が
赦
さ
れ
る
と
い
う
概
念
は
シ

ラ
書
が
書
か
れ
た
時
代
に
あ
っ

て
ま
っ
た
く
新
し
い
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

な
ぜ
な
ら
、
旧
約
の
掟
に
は

ハ
ム
ラ
ビ
法
典
の
よ
う
な
復
讐

法
が
律
法
と
し
て
存
在
し
て
い

た
か
ら
で
す
（
出
エ
21
・
24
〜

25
参
照
）。こ
の
シ
ラ
書
に
於
け

る「
赦
し
」に
つ
い
て
の
新
し
さ

を
遥
か
に
凌
駕
す
る
も
の
こ
そ

イ
エ
ス
様
が
教
え
て
く
だ
さ
っ

以
前
、主
の
祈
り
の
中
の「
私

た
ち
の
罪
を
お
赦
し
く
だ
さ

い
」、「
私
た
ち
も
人
を
赦
し
ま

す
」
と
い
う
言
葉
を
原
語
に
基

づ
い
て
お
話
を
し
ま
し
た
（
２

０
１
２
年
11
月
号
 参
照
）。
確

か
に
、日
本
語
か
ら
は“
誰
か
を

赦
し
ま
す
か
ら
、
そ
の
代
わ
り

に
私
の
罪
も
赦
し
て
く
だ
さ

い
”
と
い
う
交
換
条
件
を
お
願

い
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
ま

す
。
し
か
し
、
原
文
で
は
“
誰
か

を
赦
そ
う
と
し
て
い
る
”、ま
た

“（
嘗
て
一
度
は
）
赦
し
た
”
か

ら
、私
た
ち
の
罪
を“
赦
し
続
け

て
く
だ
さ
い
”
と
表
現
さ
れ
て

い
ま
す
。
で
す
か
ら
主
の
祈
り

で
大
切
な
こ
と
は
誰
か
を
完
全

に
赦
し
切
る
こ
と
で
は
な
く
、

誰
か
を
完
全
に
赦
し
切
れ
な
い

そ
ん
な
自
分
を
赦
し
続
け
て
く

だ
さ
い
と
神
様
に
祈
る
こ
と
な

の
で
す
。

本
当
の
赦
し
と
は
弱
い
人
間

に
は
で
き
ま
せ
ん
。「
赦
す
」
と

は
愛
そ
の
も
の
、
赦
し
そ
の
も

の
で
あ
る
神
様
や
イ
エ
ス
様
か

ら
そ
の
賜
物
を
頂
い
た
時
に
な

せ
る
こ
と
な
の
で
す
。
 

「
赦
す
」
は
愛
そ
の
も
の

《
康
由
神
父
の
聖
書
教
室
》
58

会

と

催

し

１
月

シ
ド
テ
ィ
神
父
の
功
績
を
偲
ぶ

37
回
の
歴
史
を
持
つ
「
シ
ド
ッ
チ
上
陸
記
念
祭
」

屋
久
島
）
の
信
者
た
ち
だ
け
で

な
く
教
区
本
土
か
ら
も
10
人
余

り
が
参
列
、
ま
た
東
京
、
神
奈

川
、
福
岡
か
ら
も
続
橋
和
弘
神

父
（
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
）
を
団

長
と
す
る
巡
礼
団
一
行
も
加
わ

っ
た
。

ミ
サ
で
説
教
し
た
中
野
裕
明

司
教
は
、
地
元
主
催
で
始
め
ら

れ
た
「
シ
ド
ッ
チ
上
陸
記
念

祭
」
の
歴
史
か
ら
「
屋
久
島
シ

ド
ッ
テ
ィ
記
念
館
」
建
設
を
目

指
す
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
誕
生
ま
で
の

経
緯
を
説
明
し
た
。
そ
の
上
で

シ
ド
テ
ィ
神
父
が
日
本
で
将
軍

に
会
っ
て
「
キ
リ
ス
ト
教
弾
圧

を
や
め
さ
せ
よ
う
と
し
た
」
こ

と
。
バ
チ
カ
ン
の
福
音
宣
教
省

で
働
い
て
い
た
シ
ド
テ
ィ
神
父

が
日
本
の
事
情
に
精
通
し
て
お

り
、
日
本
に
向
か
う
途
中
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
で
も
神
学
院
を
建
設

す
る
な
ど
多
く
の
仕
事
を
成
し

遂
げ
て
い
た
こ
と
を
紹
介
し

た
。
中
野
司
教
は
、
シ
ド
テ
ィ

神
父
は
、
「
天
の
父
の
声
を
聞

い
て
派
遣
さ
れ
て
き
た
。
私
た

ち
も
そ
の
声
を
聞
け
る
か
ど
う

か
、
御
父
の
声
が
心
に
響
く
か

ど
う
か
が
試
さ
れ
て
い
る
」
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

ミ
サ
後
は
「
神
父
シ
ド
ッ
チ

上
陸
記
念
碑
」
前
広
場
で
式
典

が
あ
り
、
そ
の
席
上
で
は
シ
ド

テ
ィ
神
父
の
出
身
地
パ
レ
ル
モ

大
司
教
区
で
シ
ド
テ
ィ
神
父
の

列
福
申
請
代
理
人
を
務
め
る
マ

リ
オ
・
ト
ル
チ
ヴ
ィ
ア
神
父
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
紹
介
さ
れ

た
。式

典
の
後
は
、
近
く
の
小
島

地
区
公
民
館
で
「
最
後
の
伴
天

連
シ
ド
ッ
テ
ィ
　
密
航
」
の
著

者
で
記
念
館
設
立
を
目
指
す
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
代
表
の
古
井
智
子
さ

ん
と
キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷
研
究
家

の
続
橋
和
弘
神
父
の
興
味
深
い

講
話
が
あ
っ
た
。

記念碑前で記念撮影

小
教
区
発
足
50
周
年
に
向
け
キ
ッ
ク
オ
フ

記
念
の
日
の
た
め
に
工
夫
を
凝
ら
す
玉
里
教
会
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サ
基
金
を
通
し
て
、
日
本
か
ら

の
支
援
を
現
地
へ
送
金
し
て
お

り
ま
す
。

お
礼
と
ご
報
告
が
遅
く
な
り

ま
し
た
こ
と
、
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。
１
日
も
早
く
こ
の
戦

争
が
終
わ
る
よ
う
共
に
祈
り
ま

し
ょ
う
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。
感
謝
の
う
ち
に
。

11
月
17
日
　
木
曜
日

カ
ノ
ッ
サ
修
道
女
会
日
本
管

区
管
区
長
　
Sr.
マ
ル
テ
ィ
ネ

ス
・
ヴ
ァ
レ
リ
ア

切
る
こ
と
（
キ
リ
ス
ト
化
）
が

で
き
る
か
ら
で
す
。
こ
の
自
己

の
聖
性
は
ま
た
、
優
れ
た
福
音

（
キ
リ
ス
ト
）
の
証
と
な
り
、

周
り
を
キ
リ
ス
ト
化
（
福
音

化
）
し
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が

る
の
で
す
。
 

教
区
で
は
、
こ
う
し
た
信
徒

の
生
き
方
を
平
易
に
、
ま
た
簡

潔
に
示
す
た
め
、
『
信
徒
の
た

め
の
信
仰
 生
活
指
針
』
を
小

冊
子
に
し
て
皆
さ
ん
に
お
配
り

す
る
予
定
で
す
。
 

⒋
小
教
区
の
目
的
は
信
者
の

聖
性昨

年
、
わ
た
し
た
ち
は
「
小

教
区
と
わ
た
し
た
ち
」
を
教
区

目
標
と
し
て
小
教
区
の
理
解
と

刷
新
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
今
年
は
「
聖
性
へ
の
信
徒

の
召
命
」
を
教
区
の
目
標
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
理
由

は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
は
、

「
人
間
は
、
神
が
そ
れ
自
体
の

た
め
に
望
ま
れ
た
地
上
に
お
け

る
た
だ
一
つ
の
被
造
物
で
あ

る
」
（
『
現
代
世
界
憲
章
』
２

４
）
と
教
え
ま
し
た
。
つ
ま

り
、
人
間
は
そ
れ
自
体
が
目
的

で
あ
っ
て
、
手
段
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
し
た
が
っ

て
、
家
族
や
国
家
な
ど
、
す
べ

て
の
社
会
な
い
し
共
同
体
は
そ

要
に
な
り
ま
す
。
 

聖
性
に
至
る
手
段
に
つ
い

て
、
教
会
は
さ
ま
ざ
ま
な
表
現

を
も
っ
て
こ
れ
を
示
し
て
き
ま

し
た
。
『
信
徒
の
召
命
と
使

命
』
に
基
づ
い
て
こ
れ
を
ま
と

め
て
見
れ
ば
、
信
徒
が
聖
性
に

至
る
た
め
に
は
、
世
俗
に
あ
っ

て
そ
の
務
め
を
果
た
し
な
が

ら
、
教
会
の
「
神
秘
」
と
「
交

わ
り
」
と
「
使
命
」
に
生
き
る

こ
と
と
言
っ
て
よ
い
で
し
ょ

う
。
こ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
わ
た
し
た
ち
は
愛
を
完
成

し
て
キ
リ
ス
ト
の
も
の
に
な
り

れ
に
属
す
る
各
メ
ン
バ
ー
の
た

め
で
あ
っ
て
、
そ
の
逆
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
小
教
区
と
い
う
共

同
体
も
同
様
で
、
一
人
ひ
と
り

の
、
そ
し
て
地
域
の
す
べ
て
の

人
が
洗
礼
の
恵
み
に
あ
ず
か

り
、
生
涯
か
け
て
そ
の
恵
み

を
、
神
の
み
心
に
従
っ
て
正
し

く
豊
か
に
生
き
て
聖
性
に
到
達

で
き
る
よ
う
、
必
要
な
環
境
と

手
段
を
提
供
す
る
こ
と
が
そ
の

使
命
な
の
で
す
。
今
年
の
教
区

目
標
の
選
定
は
、
こ
う
し
た
理

由
か
ら
昨
年
の
教
区
目
標
の
当

然
の
帰
結
で
あ
る
わ
け
で
す
。
 

終
わ
り
に

教
皇
様
の
言
葉
を
も
っ
て
結

び
と
し
ま
し
ょ
う
。
使
徒
的
勧

告
『
信
徒
の
召
命
と
使
命
』
の

中
で
、
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世

は
、
１
９
８
５
年
臨
時
シ
ノ
ド

ス
の
最
終
報
告
の
言
葉
を
引
用

し
て
言
わ
れ
ま
す
。
「
神
は
こ

の
世
界
を
男
と
女
に
手
渡
さ
れ

ま
し
た
が
、
そ
れ
は
彼
ら
が
創

造
の
み
わ
ざ
に
参
加
し
、
罪
の

影
響
か
ら
被
造
物
を
解
放
し
、

結
婚
生
活
あ
る
い
は
独
身
生
活

を
送
り
な
が
ら
、
家
庭
や
職
場

で
、
ま
た
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的

活
動
の
中
で
、
自
ら
を
聖
化
す

る
た
め
で
す
」
（
15
）
。
 

教
区
の
皆
さ
ん
の
上
に
、
父

と
子
と
聖
霊
の
祝
福
が
豊
か
に

あ
り
ま
す
よ
う
に
！
そ
し
て
、

聖
母
マ
リ
ア
と
聖
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
・
ザ
ビ
エ
ル
の
ご
保
護
と
お

取
り
次
ぎ
の
も
と
に
、
聖
性
へ

の
道
を
信
頼
を
も
っ
て
邁
進
さ

れ
る
よ
う
祈
り
ま
す
。

主
の
平
和

冬
の
訪
れ
を
感
じ
る
今
日
こ

の
頃
、
お
元
気
で
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。

こ
の
度
は
私
た
ち
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
支
援
活
動
に
ご
寄
付
を
頂

戴
し
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
ま
で

に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
寄
付
は
11

月
15
日
現
在
で
、
１
千
５
百
万

円
超
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ヴ
ィ

ニ
ツ
ィ
ア
に
あ
る
カ
ノ
ッ
サ
修

道
院
は
、
母
親
と
子
供
た
ち
の

避
難
所
と
し
て
開
か
れ
て
お

り
、
ま
た
、
近
く
の
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
の
信
徒
た
ち
は
一
丸
と

な
っ
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
人
と
国

民
の
た
め
に
食
料
品
や
冬
用
の

衣
類
・
靴
な
ど
日
用
品
を
集
め

て
届
け
て
い
ま
す
。

そ
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ゴ
ス

ラ
ヴ
ィ
ツ
ェ
に
い
る
シ
ス
タ
ー

た
ち
は
、
地
方
自
治
体
や
宗
教

団
体
と
一
緒
に
な
っ
て
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
か
ら
の
避
難
民
を
受
け

入
れ
て
い
ま
す
。

多
く
の
難
民
た
ち
が
カ
ノ
ッ

サ
修
道
女
会
の
シ
ス
タ
ー
た
ち

を
頼
っ
て
い
る
た
め
、
カ
ノ
ッ

教
会

�
�
�
�
�で

は
「
か
い
し
ん
」

と
い
う
言
葉

�
�
�

を
よ
く
耳�

�

に

す
る
と
思�

�

い
ま
す
が
、

漢
字

�
�
�

で
ど
う
書�

く
か
知�

っ

て
い
ま
す
か
？

頭�
�
�の

中�
�

に
パ
ッ
と
「
改
心

�
�
�
�

」
と
「
回
心

�
�
�
�

」
の
二
つ
が
思�

�

い
浮�

か
ぶ
と
思
い
ま
す
。
弱�

�

い
人
間

�
�
�
�

は
心

�
�
�

を
作�

�

り
変�

え
る

こ
と
は
難

�
�
�

し
い
の
で
「
改
心
」
と
は
書
き
ま
せ
ん
。
そ
の

代�

わ
り
神
様

�
�
�
�

へ
と
心
を
向�

け
直�

�

す
の
は
で
き
る
こ
と
か
ら

「
回
心
」
と
書
き
ま

す
。つ

ま
り
視
線

�
�
�

を
神

様
へ
と
グ
ル
っ
と
回�

�

す
こ
と
が
「
回
心
」
な
の
で
す
。
で

あ
れ
ば
た
と
え
何
度

�
�
�

も
罪�

�

を
犯�

�

し
た
と
し
て
も
そ
の
度�

�

に

罪
を
認�

�

め
、
神
様
に
赦�

�

し
を
願�

�

う
こ
と
が
大
切

�
�
�
�

に
な
り
ま

す
。
 

神
様
は
私

�
�
�

た
ち
が
御
心

�
�
�
�

に
か
な
っ
た
生�

き
方�

�

を
す
る
こ

と
を
お
望�

�

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
私
た
ち
に
と
っ

て
そ
れ
は
と
て
も
難
し
い
こ
と
す
。
そ
れ
で
も
神
様
は
私

た
ち
を
愛�

�

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
人
間
は
こ

の
愛
に
応�

�

え
よ
う
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

回
心
は
ギ
リ
シ
ア
語�

で

メ
タ
ノ
イ
ア
と
言�

い
ま

す
。
反
対

�
�
�
�

か
ら
読�

ん
だ
ら

ア
イ
ノ
タ
メ
…
つ
ま
り
神

様
へ
の
愛
に
応
え
る
た
め

で
す
。
今
ま
で
の
話

�
�
�

を
図�

に
す
る
と
と
て
も
分�

か
り

や
す
い
と
思�

�

い
ま
す
。
実�

�

は
愛
と
罪
と
回
心
の
三
つ

は
そ
れ
ぞ
れ
関
係

�
�
�
�

し
て
い

ま
す
！
 で
も
は
じ
ま
り

は
い
つ
も
愛
で
す
。
聖�

�

ア

ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
が
遺�

�

し

て
く
れ
た
「
ま
ず
愛
し
な

さ
い
。
そ
し
て
あ
な
た
が

望
む
こ
と
を
し
な
さ

い
。
」
と
い
う
言
葉
が
心

に
響�

�

き
ま
せ
ん
か
？

神
様

�
�
�
�

に
心�

�
�

を
向�

け
る
回
心

�
�
�
�

！

要　　理

⒊
聖
性
に
至
る
手
段
 

信
徒
が
生
き
て
い
る
世
俗
社

会
は
、
あ
る
意
味
で
聖
性
を
促

す
よ
い
契
機
と
な
る
一
方
、
聖

性
か
ら
信
者
を
遠
ざ
け
る
危
険

な
落
と
し
穴
と
も
な
り
ま
す
。

神
か
ら
離
れ
て
ま
す
ま
す
世
俗

化
す
る
今
日
の
社
会
に
あ
っ

て
、
こ
の
世
の
思
い
わ
ず
ら
い

に
捕
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
ま

た
、
生
来
の
弱
さ
や
内
外
の
誘

惑
を
克
服
し
、
目
標
を
し
っ
か

り
と
見
定
め
て
聖
性
を
目
指
す

に
は
、
そ
れ
な
り
の
手
段
が
必

自
分
た
ち
の
信
仰
生
活
を
も

っ
と
充
実
し
た
も
の
と
す
る
た

め
、
カ
テ
キ
ズ
ム
（
要
理
）
を

学
び
た
い
と
い
う
希
望
に
沿
う

た
め
の
一
つ
と
し
て
、
故
・
糸

永
司
教
様
が
出
さ
れ
た
「
信
徒

の
た
め
の
信
仰
生
活
指
針
」
を

連
載
し
て
き
ま
し
た
。

糸
永
司
教
様
は
、
そ
の
ま
と

め
と
し
て
２
０
０
３
年
に
「
年

頭
司
教
教
書
」
（
聖
性
へ
の
信

徒
の
召
命
）
も
執
筆
さ
れ
て
い

ま
す
。
11
月
号
に
続
き
今
月
号

で
も
、
聖
性
へ
の
信
徒
の
召
命

を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

信
徒
の
た
め
の
信
仰
生
活
指
針
⑧

聖
性
へ
の
信
徒
の
召
命
＝
洗
礼
の
い
の
ち
を
豊
か
に
生
き
る
た
め
に
②

糸永真一司教

「ウクライナ」支援募金 教区では、レデン
プトール宣教修道女会とカノッサ修道女会を
通してウクライナ支援することにしました。
郵便振替は下記の通り。

郵便振替：02030－2－8359
加入者名：カトリック鹿児島司教区
＊通信欄に「ウクライナ」と明記の事

第
３
回
聖
書
愛
愛
読
運
動

旧
約
聖
書
「
教
訓
・
預
言
書
編
」
コ
ー
ス

期
間
：
１
月
22
日
（
神
の
こ
と
ば
の
主
日
）

〜
８
月
15
日
（
聖
母
の
被
昇
天
）

対
象
：
鹿
児
島
教
区
の
全
信
者
（
聖
職
者
を
含
む
）

主
催
：
聖
書
愛
読
運
動
実
行
委
員
会

※
詳
し
く
は
小
教
区
に
配
布
済
み
の
案
内
参
照

鹿
児
島
カ
リ
タ
ス
の
送
金
に
感
謝

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
支
援
を
続
け
る
カ
ノ
ッ
サ
修
道
女
会


